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缶
に
縄
を
巻
い
た
り
、
慣
れ
な
い
作
業

を
親
子
で
協
力
し
て
進
め
て
い
る
姿
に
、

こ
の
行
事
の
目
的
の
一
つ
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
縄
が
巻
か
れ
た
缶
の
中
に
土
を
入
れ
、

竹
や
梅
、
赤
い
実
を
つ
け
た
南
天
が
収

め
ら
れ
、
最
後
に
紙
で
作
っ
た
扇
な
ど

の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
が
飾
ら
れ
、
す
べ
て

手
づ
く
り
の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
作
品
に
み
な
さ
ん
大
満
足

の
様
子
で
、
写
真
に
収
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
日
本
古
来
の
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
昨
今
、
子
ど
も
の
時
に
作
っ
て
玄
関

に
飾
っ
た
「
門
松
」
が
、
お
正
月
と
結

び
つ
く
よ
き
思
い
出
と
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
時
代
の
思
い
出
づ

く
り
、
こ
れ
が
二
つ
目
の
目
的
で
す
。

手
作
り
「
門
松
」
で
新
年
を
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小
関
　
良
枝

　
令
和
元
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た

12
月
14
日
、
町
公
民
館
に
於
い
て
、
お

正
月
の
門
松
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
門
松
づ
く
り
は
、
家
庭
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い

る
オ
ピ
ニ
オ
ン
友
の
会
が
主
催
し
、
五

回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
太
平
少
年
自
然
の
家
で
実
施
さ
れ
て

い
る
行
事
を
近
く
で
や
れ
ば
、
町
の
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
や
す
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
始
め
た
も
の
で
す
。

　
最
初
は
小
学
生
を
持
つ
家
族
が
対
象

で
し
た
が
、
昨
年
か
ら
は
枠
を
広
げ
、

一
般
の
方
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
14
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

多
数
が
親
子
で
し
た
が
、
子
ど
も
が
来

ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
と
お
父
さ
ん
一

人
で
参
加
し
た
人
、
昨
年
に
続
き
今
年

も
来
ま
し
た
と
い
う
高
齢
者
の
人
、
そ

し
て
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
人
と
様
々

で
し
た
。

　
９
時
30
分
、
太
平
少
年
自
然
の
家
の

柿
沢
知
宏
先
生
の
説
明
を
受
け
作
業
を

開
始
。
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
、
の
こ
ぎ
り
で
竹
を
切
っ
た
り
、
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　インターネットには、情報の収集や発信、コミュニケーションの手段としての掲示板やＳＮＳ
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）など、便利な機能が多くあり、私たちの生活において身
近なものとなりました。その一方で、インターネット掲示板への個人情報の掲載等によるプライバ
シーの侵害、特定の個人を対象とした誹謗中傷、同和問題や外国人、障がい者等に関する差別的な
表現の書き込み、子どもたちのＳＮＳ上でのいじめなど、インターネット上での人権を軽視した行
為が問題になっています。
　２００２年５月には、特定電気通信役務提供者の損害賠償責任の制限及び発信者情報の開示に関す
る法律（プロバイダ責任制限法）が施行され、インターネット掲示板上の書き込み記事の削除や、書
き込みをした者の情報開示を求められるようになりました。しかし、インターネット上に発信され
てしまった情報は、一瞬にして大勢の人に伝わってしまい、公開された情報を完全に削除すること
は大変難しいです。
　これらのインターネット社会の現状を深く理解していただくため、野木町では、平成３０年１１月
に「インターネットと人権」をテーマにした人権講演会を開催しましたところ、多くの方にご参加
いただき、改めて関心の高さを感じました。インターネットを利用する人は、誰でも被害者にも加
害者にもなり得ます。一人ひとりが正しい使い方を理解し、相手の気持ちを尊重しながらインター
ネットを利用することが重要です。

◆ ◆ ◆ インターネットによる人権侵害◆ ◆ ◆

誰もが心豊かに暮らせる社会の実現を目指して
人権学習シリーズ⑮

問生活環境課　撒（57）4132

　


